
①機能強化への対応
→キャンパスの機能・役割の強化

②大学教育の質的転換への対応
→学修支援環境の充実，国際競争力の強化

③地域再生の核となる大学づくり
→公共性，地域再生の拠点形成，社会モデルの提示

①防災機能の強化
→安全・安心の確保、防災機能の強化

②地球環境問題への対応
→地球温暖化対策の推進，地域・国際社会への貢献

③施設運営の効率化
→マネジメントの推進、既存資源の活用

２．大学改革への対応 ３．キャンパスに関する社会的要請への対応

②これまでの取組①国立大学等の役割

「キャンパスの創造的再生～社会に開かれた個性輝く大学キャンパスを目指して～」報告書 （概要）
平成２５年３月 国立大学等のキャンパス整備の在り方に関する検討会

第１章 キャンパスに関する取組と今日的課題

１．これまでの国としての取組

第２章 キャンパスの目指すべき方向性

教育研究活動
を支える

①大学の役割を支える ②キャンパスを特徴付ける

第３章 今後のキャンパスづくりの在り方

２．キャンパスの目指すべき方向性

●キャンパスの質的向上●

〈キャンパスの機能・役割の強化〉

〈学修支援環境の充実〉

〈国際競争力の強化〉

〈安全・安心で持続可能なキャンパスの形成〉

〈公共性のある空間としての活用〉

〈地域再生の拠点形成〉

〈社会のモデルとしての活用〉

●開かれたキャンパスの実現●

創 造 的 再 生
既存キャンパスの長所を生かしていくことを前提に，知恵とアイデアを集め、大学の機能強化や個性・特色の伸長につながるキャンパスに再生

１．キャンパスづくりの基本的考え方：「創造的再生」

第４章 キャンパスの創造的再生に向けての推進方策

２．国に求められる取組
・人材育成の促進
・支援の充実（財政的支援・技術的支援・ 情報提供）
・フォローアップ

１．国立大学等に求められる取組
・全学的推進体制と愛着の醸成
・キャンパスマスタープランの充実
・キャンパス空間のマネジメントの強化

２．キャンパスづくりの留意事項

１．キャンパスに求められる基本的機能・役割

「戦略」をデザイン 「協働」をデザイン 「工程」をデザイン 「空間」をデザイン

(1)教育研究の活性化

①質の高い教育研究環境の確保
②パブリックスペースの充実

(２)地域・社会との共生

①連携拠点の形成
②景観の形成

(３)サステイナブル・キャンパスへの転換

①地球環境に配慮したキャンパス形成
②既存資源の戦略的な管理運営

(４)安全・安心なキャンパスの確保

①健全な環境の確保
②多様な利用者に対する配慮
③安全性に対する配慮

３．地域社会、産業界に期待される取組

【基本的視点】
キャンパスを創造的に再生していくための４つのデザインとその実践により，キャンパスの価値を最大限引き出す

全人的な
人格形成を促す

社会に開く 個性・特色を表す 交流を育む 時代を紡ぐ


